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家族と過ごす時間や自分自身の
時間がとれていますか

今の所に将来も
ずっと住み続けたいですか
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市政に参加したいと思いますか

伊賀市は住み心地がよいと思いますか
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一般廃棄物

生涯学習

住環境整備

●26公共交通
●46情報化

道路
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環境保全

人権尊重・非核平和

同和問題 男女共同参画

多文化共生
スポーツ

文化・芸術

青少年育成

市民活動

域学連携

住民自治

歴史・文化遺産

上下水道

教育環境
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質問の意味が
わからない
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質問の意味が
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A
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D

C

　
第
２
次
伊
賀
市
総
合

計
画
第
２
次
再
生
計
画

で
は
、基
本
構
想
で
掲

げ
た「
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
政
策（
安
全・安
心
、

活
力
、人
・
地
域
づ
く

り
）」を
分
野
別
に
整
理

し
、効
果
的
に
計
画
を

推
進
す
る
た
め
に
４７
の

施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
伊
賀
市
は
住
み

や
す
く
、定
住
意
識
が
高
い
地
域
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　「
満
足
度
」と「
市
民
参
画
度
」の
相
関
図

（
上
図
）を
み
る
と
、Ａ
枠
で
は
市
民
生
活
に

身
近
な「
生
活・環
境
」分
野
で
相
対
的
に
、

満
足
度
、市
民
参
画
度
が
と
も
に
高
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｂ
枠
は
市
民
参

画
度
が
高
い
も
の
の
満
足
度
が
相
対
的
に

低
く
、満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、Ｃ
枠
で
は「
教
育・人
権
」「
文
化・

地
域
づ
く
り
」分
野
で
満
足
度
が
高
い
も
の

の
市
民
参
画
度
が
相
対
的
に
低
く
、市
民

参
画
度
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、Ｄ
枠
は
直
接
市
民
生
活
に

影
響
が
少
な
い
施
策
が
多
い
で
す
が
、満
足

度
、市
民
参
画
度
が
と
も
に
低
く
、広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
参
画
を
促
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、令
和
３
〜
６
年
度
を
計

画
期
間
と
し
た
、次
期
基
本
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
次
期
基
本
計
画
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

※

詳
し
い
調
査
結
果
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ    

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

●
定
住
意
識

　
伊
賀
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
人
は
、

で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い
と
思
う
人
も
含

め
て
７６
．１
％
、住
み
心
地
が
よ
い
と
感
じ

て
い
る
人
が
６９
．３
％
、ま
た
、家
族
と
過

ご
す
時
間
や
自
分
自
身
の
時
間
が
と
れ
て

い
る
と
思
う
人
が
８１
．３
％
で
、伊
賀
市
に

定
住
し
た
い
、生
活
し
や
す
い
ま
ち
だ
と

感
じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　
一
方
で
、定
住
意
識
は
高
い
も
の
の
、地

域
に
愛
着
や
誇
り
を
持
て
る
子
ど
も
の
育

成
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
４０
．

１
％
と
な
っ
て
お
り
、若
い
世
代
に
対
し
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド（
市
民
の
誇
り
）の
醸
成

が
必
要
で
す
。

●
市
政
へ
の
参
加
意
欲

　
市
政
へ
の
参
加

意
欲
に
つ
い
て

は
、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
い
い
え
」

「
い
い
え
」と
参
加

意
欲
が
低
い
人
が「
関
心
が
な
い
」を
含
め

７２
．６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、市
民
の

皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、情
報
発
信
に
さ
ら
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
第
２
次

伊
賀
市
総
合
計
画
第
２
次
再
生
計
画
の

各
施
策
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の「
満

足
度
」、「
参
画
度
」、「
今
後
の
重
要
度
」

な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
現
在
行
っ

て
い
る
施
策
の
分
析
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
普
段
の
生
活
で
感

じ
て
い
る
こ
と
を
今
後
の
伊
賀
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
参
考
と
し
ま
す
。               

【
調
査
対
象
】　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上

の
市
民
２
，５
０
０
人 ※

無
作
為
抽
出

【
調
査
期
間
】　
２
月
14
日
〜
３
月
６
日

【
回
答
率
】
40
．１
％

※

回
答
者
数
１
，０
０
２
人

伊
賀
市
ま
ち
づ
く
り
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